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農業における植物病害の約75%はカビが原因であり、深刻な課題となっている。一方で、環境負荷を
抑えるため肥料や農薬の使用量の低減が求められている。

植物に住み着く「植物共生菌」を収集・選抜することで、成長促進と病害防除を両立するハイブリッド
農業資材を開発し、持続可能な農業の実現に貢献する。

農作物の葉から独自に分離収集した植物共生菌ライブラリから、トマト灰色カビ病に対して病害防除
効果を示す複数の菌株を選抜、保有している。

本研究開発では、これら選抜した共生菌について、製剤化した際の保存安定性、効果持続性、市場
適合性を検証することで、農業資材としての実用化を図る。
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